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〔2020年度本試　地理B　第3問 問1〕
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本問では単純に自然環境だけではなく、経済発展の違いとそれに伴う都市人口
の多寡や増加の程度が問われている。ただし、やはり中国やインドを含む緯度
帯ではそもそも総人口自体が多いことから、条件を満たす大都市の数が多くな
りやすいことが根拠の1つとなる。この点は2021年度本試にも応用される。




